
日奈久住民自治会広報紙 おがまち日奈久ニュース 令和４年（2022年） １０月号 第１５８号

インターネットで「おがまち日奈久ニュース」を検索すれば見ることができます。日奈久の話題・情報をお知らせください。 住民自治会への問合せも 日奈久コミュニティセンター 38-2390

日
奈
久
ニ
ュ
ー
ス

お
が

ま
ち

１

身
近
な
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

愛
す
る
日
奈
久
に
「
あ
り
が
と
う
」

訪
れ
る
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

「
あ
り
が
と
う
」
が

行
き
交
う
ま
ち

日
奈
久

＜住民自治会関係会議等＞
13日(木)市政協力員例会
17日(月)運営委員会
19日(水)広報部会

日奈久の人口
（８月末現在）

男 1,097人

女 1,325人

計 2,422人

(前月比-25人)

(2009年末3,444人)

令和４年10月号
（第１５８号）

発行者

日奈久住民自治会

9日(日)日奈久校区民体育祭
10日(月) スポーツの日
30日(日)津森小学校遭難の碑

公園清掃

住
民
自
治
会
運
営
委
か
ら

９
月
15
日(

木)

開
催
の
運
営
委
員

会
か
ら
、
記
事
と
し
て
扱
っ
て
い
な

い
主
な
事
項
を
お
伝
え
し
ま
す
。

○
生
活
環
境
部
会

・
元
若
竹
保
育
園(

新
開
町)

の
除
草

剤
散
布
を
行
い
ま
し
た
。

○
事
務
局

・
地
域
未
来
づ
く
り
補
助
事
業
申
請

に
つ
い
て
、
①
広
報
誌
発
行
事
業
②

活
動
保
険
加
入
事
業
③
町
内
掲
示
板

の
機
能
ア
ッ
プ
事
業
を
予
定
。

・
Ｊ
Ｒ
Ａ
寄
付
物
品
希
望
が
揃
い
ま

し
た
。
新
田
町(

座
椅
子
８
台)

、
山

下
町(

座
椅
子
９
台)

、
下
西
第
一(

ダ

ン
ボ
ー
ル
ト
イ
レ
８
式
）
、
下
西
第

二(

稲
荷
大
明
神
祭
事
用
幕
一
張
及
び

の
ぼ
り
旗
ポ
ー
ル
付
き
10
式
）
、
馬

越
町(

テ
ー
ブ
ル
４
台)

、
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ

Ｉ

日
奈
久(

ポ
ス
タ
ー
ス
タ
ン

ド
８
台
）

○
そ
の
他

・
馬
越
町
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
騒

音
と
粉
塵
に
つ
い
て
困
っ
て
い
る
と

の
声
が
地
域
か
ら
上
が
っ
て
い
ま
す
。

今
年
こ
そ
は
式
典
を
と
考
え
て
い
ま
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
永
年
に
わ
た
り
社
会

に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

敬
老
の
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
皆
様
に
、

次
の
方
々
か
ら
祝
辞
が
届
い
て
い
ま
す
。

中
村
博
生
八
代
市
長
、
金
子
恭
之
衆
議

院
議
員
、
松
村
祥
史
参
議
院
議
員
、
馬
場

成
志
参
議
院
議
員
、
高
野
洋
介
県
議
会
議

員
、
小
早
川
宗
弘
県
議
会
議
員
、
磯
田
毅

県
議
会
議
員

こ
れ
ら
は
、
日
奈
久
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
玄
関
に
掲
示
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
９
月
17
日
ゆ
め
倉
庫
に
て
、
日

奈
久
婦
人
会
の
メ
ン
バ
ー
が
、
お
祝
い
品

と
お
祝
い
の
便
り
の
準
備
をa

し
ま
し
た
。

台
風
の
接
近
に
伴
い
日
程
を
繰
り
上
げ
、

戸
別
に
訪
問
し
配
付
さ
れ
ま
し
た
。

10
月
２
日
（
日
）
に
、
日
奈
久
出
身
の
タ

レ
ン
ト
ゴ
リ
け
ん
の
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
（
会
場

日
奈
久
ゆ
め
倉
庫
、

午
後
１
時
30
分
開
場
、
午
後
２
時
開
演
）

歴
史
好
き
の
ゴ
リ
け
ん
が
、
教
科
書
に
載
っ

て
い
な
い
歴
史
を
語
る
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
で
す
。

き
っ
と
楽
し
い
ラ
イ
ブ
が
展
開
さ
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
前
売
り
は
２
０
０
０
円
、
当
日

は
２
５
０
０
円
。

w
e
_
k
y
u
s
h
u
@
w
a
t
a
n
a
b
e
-
e
n
t
.
c
o
m

へ
、
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

昨
年
コ
ロ
ナ
禍
で
、
開
催
が
中
止
と
な
り
ま
し
た

「
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
・
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

in
日
奈
久
温
泉
２
０
２
２
」
が
、
開
催
さ
れ
ま
す
。

【
め
ぐ
る
】
【
た
べ
る
】
【
つ
か
る
】
を
テ
ー
マ
に
、

日
奈
久
温
泉
街
を
満
喫
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
１
km

ご
と
に
「
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ポ
イ
ン
ト
」
が
設
置
さ

れ
、
地
元
の
特
産
品
や
農
産
・
海
産
物
に
お
酒
な
ど

で
地
域
住
民
や
各
施
設
が
お
も
て
な
し
い
た
し
ま
す
。

（
主
催
「
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
・
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
in
日
奈
久
温
泉
２
０
２
２
」
実
行
委
員
会
）

◆
日

時

11
月
５
日
（
土
）

午
前
９
時
～
午
後
３
時
（
午
前
８
時
30
分
受
付
）

◆
参
加
費

４
０
０
０
円
（
小
学
生
以
上
）

◆
定

員

１
０
０
名
（
す
で
に
定
員
に
到
達
）

ス
タ
ー
ト
と
ゴ
ー
ル
の
日
奈
久
ド
リ
ー
ム
ラ
ン
ド

シ
ー
・
湯
・
遊
で
は
、
特
別
企
画
と
し
て
、

○
日
奈
久
マ
ル
シェ（
午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

お
い
し
い
食
べ
物
や
ド
リ
ン
ク
を
販
売
。
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
施
設
無
料
開
放
あ
り
。

○
新
鮮
野
菜
の
販
売
（
午
前
10
時
～
午
後
４
時
）

八
代
農
業
高
校
の
生
徒
さ
ん
が
お
い
し
く
て
新
鮮

な
野
菜
を
販
売

○
Ａ
Ｎ
Ａ
パ
イ
ロ
ッ
ト
＆
Ｃ
Ａ
制
服
及
び
お
れ
ん
じ

鉄
道
車
掌
制
服
着
付
け
体
験

（
①
午
後
０
時
30
分
～
午
後
１
時
30
分
②
午
後
２
時

30
分
～
午
後
３
時
30
分
）

小
学
校
低
学
年
前
後
が
対
象
、
お
れ
ん
じ
鉄
道
車

掌
制
服
の
着
付
け
は
小
学
生
ま
で
。

○
バ
ブ
ル
ボ
ー
ル
と
セ
グ
ウ
ェ
イ
体
験

（
午
前
10
時
～
午
後
４
時
）

家
族
と
一
緒
に
楽
し
め
ま
す
。

○
日
奈
久
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
（
午
後
６
時
～
）

日
奈
久
温
泉
神
社
で
開
催

「
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
・
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
in
日
奈
久
温
泉
２
０
２
２
」
開
催
に
伴
う
清
掃

活
動
の
協
力
の
お
願
い

全
国
か
ら
参
加
さ
れ
る
人
の
た
め
に
、
清
掃
活
動

を
行
い
ま
す
。
地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
１
回
目

９
月
29
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分
温
泉

神
社
イ
ベ
ン
ト
広
場
に
集
合
、
午
後
３
時

30
分
終
了
予
定

◆
２
回
目

10
月
27
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分
温
泉

神
社
イ
ベ
ン
ト
広
場
に
集
合
、
午
後
３
時

30
分
終
了
予
定

◆
準
備

汚
れ
て
も
よ
い
服
装
、
軍
手

竹
ぼ
う
き
な
ど
（
準
備
で
き
る
人
）

お
も
て
な
し
の
気
持
ち
で
参
加
者
を
お
迎
え
し
ま

し
ょ
う
。

今
か
ら
ち
ょ
う
ど
２
０
０
年
前
、

江
戸
時
代
の
文
政
５
年
（
１
８
２
２
）

温
泉
神
社
の
社
殿
が
完
成
し
、
祭
神
な

ど
の
遷
座
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
８
月
号

で
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
の
続
編
で
す
。

温
泉
神
社
神
殿
の
周
囲
に
は
見
事
な

浮
彫
の
彫
刻
が
は
め
込
ま
れ
て
い
る
の

を
ご
存
じ
で
す
か
。
荘
厳
さ
を
感
じ
さ

せ
る
見
事
な
浮
彫
の
彫
刻
で
す
。
正
面

に
は
雲
に
龍
、
東
側
に
は
梧
桐
に
鳳
凰
、

あ
お
ぎ
り

ほ
う
お
う

西
側
に
は
雲
に
麒
麟
、
い
ず
れ
も
背
面

き

り

ん

は
波
の
う
ね
り
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
柱
な
ど
に
唐
獅
子

か

ら

じ

し

と
牡
丹
、
雨
竜
、
象
や
麒
麟
な
ど
の
彫

ぼ

た

ん

あ
ま
り
ゅ
う

刻
が
あ
り
、
デ
ザ
イ
ン
の
斬
新
さ
と
技

術
の
す
ば
ら
し
さ
は
今
で
も
得
難
い
貴

重
な
美
術
品
で
す
。

こ
れ
ら
の
彫
刻
は
、
こ
の
あ
と
数
度

の
改
築
に
お
い
て
も
、
そ
の
ま
ま
再
使

用
さ
れ
、
２
０
０
年
経
っ
た
今
も
完
全

に
保
存
で
き
た
の
は
先
人
達
の
熱
意
に

よ
る
も
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
優
れ
た
美
術

品
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。
私
た
ち
は

こ
の
こ
と
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
私

た
ち
も
ま
た
保
護
に
努
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。(

本
文
は
日
奈
久
温
泉
神
社

史
を
参
考
に
、
浮
き
彫
り
の
写
真
は
中

原
文
敬
著
「
日
奈
久
の
歴
史
」
よ
り
転

写
し
ま
し
た
。

日
奈
久
歴
史
散
歩

仕分け作業に取り組む婦人会

のメンバー

今年はやります！

令和４年度日奈久校区民体育祭 ３年ぶりに開催

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴

い
、
２
年
間
中
止
さ
れ
て
い
ま
し
た
校
区
民

体
育
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
年
度
は
競
技
種
目
を
縮
小
し
、
午
前
中

の
み
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

◆
日
時

令
和
４
年
10
月
９
日
（
日
）

午
前
８
時
集
合

（
開
会

午
前
８
時
20
分
）

◆
場
所

日
奈
久
小
・
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

◆
主
催

日
奈
久
住
民
自
治
会

日
奈
久
ス
ポ
ー
ツ
協
会

詳
し
く
は
事
前
に
配
布
さ
れ
ま
す
案
内
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

令和元年度校区民体育祭より

10
月
の
休
館
日
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
ば
ん
ぺ
い
湯

10
月
４
日
（
火
）
、
10
月
18
日
（
火
）

10
月
４
日
は
、
設
備
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の

た
め
休
館
。
10
月
18
日
は
、
配
管
洗
浄
の

た
め
休
館
。

◆
東
湯

10
月
18
日
（
火
）

18
日
が
ば
ん
ぺ
い
湯
の
配
管
洗
浄
の
た

め
東
湯
へ
の
送
水
が
で
き
ず
、
そ
れ
に
伴

い
、
東
湯
の
営
業
が
困
難
と
な
り
ま
す
。

従
っ
て
、
東
湯
も
10
月
18
日
が
休
館
日
と

し
ま
す
。

な
お
通
常
の
東
湯
の
休
館
日
（
第
２
木

曜
日
に
当
た
る
13
日
）
は
、
通
常
営
業
と

し
ま
す
。
ご
理
解
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

ば
ん
ぺ
い
湯
・
東
湯
支
配
人

潮
濱
秀
明

ゴ
リ
け
ん
の
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
開
催

「
ゴ
リ
け
ん
の
諸
説
あ
り

ま
す
！
in
日
奈
久
」

ば
ん
ぺ
い
湯
と
東
湯

休
館
日
の
お
知
ら
せ

今
年
も
11
月
５
日
の
命
日
を

迎
え
ま
す
。

尊
い
24
名
の
命
が
失
わ
れ
た

遊
覧
船
の
転
覆
事
故
か
ら
、
73

年
目
を
迎
え
ま
す
。
毎
年
当
時

の
同
級
生
や
家
族
の
人
々
が
訪

れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
毎
年
、
命
日
を
前

に
公
園
の
清
掃
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
年
は
、
10
月
30
日

（
日
）
午
前
７
時
か
ら
実
施
し

ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ゴリけん

【
お
詫
び
と
訂
正
】

９
月
号
の
駅
エ
レ
ク
ト
ー
ン
の
記
事

で
、
中
山
道
信
さ
ん
の
お
名
前
が
間
違
っ

て
お
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い

た
し
ま
す
。

昨年の清掃風景

一
般
社
団
法
人
「
八
代
弘
済
会
」
の

村
山
忍
理
事
長
ら
が
、
９
月
13
日
に
寄

付
金
50
万
円
の
目
録
を
中
村
博
生
八
代

市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
４
月
か
ら
同

法
人
が
、
ば
ん
ぺ
い
湯
の
指
定
管
理
者

と
な
っ
た
た
め
、
日
奈
久
振
興
の
一
助

に
な
れ
ば
と
の
思
い
で
、
村
山
理
事
長

か
ら
提
案
が
あ
り
、
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

村
山
理
事
長
は
、
「
地
域
と
一
緒
に

日
奈
久
の
活
性
化
を
図
り
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

日
奈
久
の
観
光
振
興
へ

八
代
弘
済
会
が
寄
付
金

正
面雲

に
竜

西
側雲

に
麒
麟

東
側

梧
桐
に
鳳
凰

10
月
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２

８
月
27
日
に
、
日
奈
久
小
・
中
学
校
合

同
資
源
回
収
が
、
２
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

各
町
内
で
ア
ル
ミ
缶
・
ビ
ー
ル
瓶
・
新
聞

紙
が
集
め
ら
れ
、
学
校
に
運
ば
れ
ま
し
た
。

運
ば
れ
て
き
た
ア
ル
ミ
缶
・
ビ
ー
ル
瓶
は
、

小
中
学
生
・
保
護
者
・
先
生
方
が
協
力
し

て
指
定
の
袋
や
ケ
ー
ス
に
入
れ
直
し
ま
し

た
。
午
前
８
時
過
ぎ
に
は
、
全
町
内
の
資

源
が
運
び
込
ま
れ
、
そ
れ
か
ら
業
者
の
ト

ラ
ッ
ク
に
積
み
込
み
ま
し
た
。
最
後
に
日

奈
久
中
学
校
丸
尾
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
か
ら
「
地

域
の
皆
様
の
ご
協
力
を
得
て
、
た
く
さ
ん

の
資
源
を
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

資
源
を
換
金
し
、
子
供
た
ち
の
た
め
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
お
礼
の
言

葉
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
資
源
回
収
と
同
時
に
日
奈
久
婦

人
会
24
名
が
参
加
し
、
中
学
校
の
美
化
作

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
「
夏
休
み
中
に
伸

び
て
い
た
草
を
取
っ
た
り
、
樹
木
を
剪
定

せ
ん
て
い

し
た
り
し
ま
し
た
。
マ
ス
ク
を
付
け
て
の

作
業
で
汗
だ
く
に
な
っ
て
頑
張
り
ま
し
た
。

教
頭
先
生
か
ら
『
皆
さ
ん
の
力
で
中
学
校

の
玄
関
ま
わ
り
が
見
違
え
る
よ
う
に
綺
麗

に
な
り
ま
し
た
。
登
校
す
る
生
徒
た
ち
も

驚
く
で
し
ょ
う
』
と
お
礼
の
言
葉
を
い
た

だ
き
、
達
成
感
で
疲
れ
も
吹
っ
飛
び
ま
し

た
。
ま
た
何
か
生
徒
さ
ん
の
役
に
立
つ
事

が
あ
っ
た
ら
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
う
れ
し
そ
う
に
山
下
弘
子
さ
ん(

山
下

町)

が
話
し
ま
し
た
。

小
中
学
校
と
も
児
童
・
生
徒
数
が
減
少

し
て
い
る
の
で
、
普
段
の
校
舎
内
の
清
掃

も
曜
日
ご
と
に
場
所
を
変
え
て
清
掃
し
て

い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。
校
舎
外
の
清
掃

ま
で
に
は
人
手
が
割
け
な
い
状
況
だ
と
推

測
で
き
ま
す
。
定
期
的
な
地
域
か
ら
の
支

援
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

竹
之
内
町
内
の
岩
崎
道
子
さ
ん
か
ら
民

生
委
員
の
山
田
重
典
さ
ん
に
庭
、
畑
、
通

用
路
の
除
草
の
依
頼
が
あ
り
、
山
田
さ
ん

の
呼
び
か
け
で
町
内
会
ふ
れ
あ
い
委
員
と

有
志
の
協
力
を
得
て
除
草
清
掃
を
行
い
、

「
助
け
合
い
活
動
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

日
奈
久
校
区
各
町
内
で
は
、
11
月
に

朝
夕
は
「
新
涼
」
を
感
じ
ま
す
が
、
日
中

は
「
秋
暑
し
」
の
９
月
14
日
、
久
し
ぶ
り
に

「
お
り
や
句
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
奈
久
か
ら
の
４
名
を
含
め
13
名
の
参
加

者
が
、
自
然
，
日
奈
久
、
生
活
、
思
い
出
な

ど
を
俳
句
に
し
て
提
出
。
集
ま
っ
た
66
句
の

中
か
ら
、
自
分
の
好
き
な
句
を
５
句
選
び
、

多
く
選
ば
れ
た
方
に
は
、
上
野
窯
湯
呑
み
、

ち
く
わ
、
入
浴
券
が
賞
品
と
し
て
渡
さ
れ
ま

し
た
。

山
下
し
げ
人
先
生
と
米
村
恒
憲
先
生
か
ら

「
日
奈
久
は
海
あ
り
、
山
あ
り
、
温
泉
路
地
、

夕
焼
け
な
ど
俳
句
の
素
材
に
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
俳
句
を
詠
ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

【
天
賞
】

白
木

智
子(

宮
地
町)

９
月
14
日
に
、
日
奈
久
小
学
校
２
・

３
年
生
15
名
が
「
九
月
は
日
奈
久
で
山

頭
火
」
の
絵
手
紙
作
品
を
描
き
ま
し
た
。

講
師
に
塩
南
町
の
佐
藤
士
郎
さ
ん
を
招

い
て
２
・
３
時
間
目
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
初
に
、
作
っ
た
名
刺
を
使
っ
て
、

児
童
が
自
己
紹
介
を
し
ま
し
た
。
描
く

前
に
参
考
作
品
を
見
て
、
イ
メ
ー
ジ
を

高
め
て
い
き
ま
し
た
。

次
に
描
き
た
い
も
の
を
用
紙
か
ら
は

み
出
す
様
に
大
き
く
描
く
と
い
う
注
意

点
を
よ
く
守
り
描
き
ま
し
た
。
「
竹
輪
」

「
く
ま
モ
ン
」
「
海
」
「
家
族
」
「
猫
」

な
ど
の
題
材
が
多
く
、
空
い
て
い
る
所

に
文
を
書
い
て
い
き
ま
し
た
。
色
塗
り

で
は
細
か
い
絵
の
具
の
使
い
方
や
絵
の

内
容
に
よ
っ
て
、
ど
の
用
具
を
使
っ
て

塗
っ
て
い
く
か
工
夫
し
な
が
ら
完
成
さ

せ
て
い
き
ま
し
た
。
作
品
が
出
来
上
が
っ

た
ら
、
仕
上
げ
に
赤
い
ペ
ン
を
使
っ
て

□
や
○
の
中
に
苗
字
の
最
初
の
一
文
字

今
年
は
実
施
で
き
た
資
源
回
収

美
化
作
業
で
見
違
え
た
玄
関

たくさん集まった空き缶

進む美化作業

依頼された岩崎さん(中央)と

参加の皆さん

どんどんきれいになっていく通用路

楽
し
く
描
け
た
よ
！

絵
手
紙

大型画面を使って指導する佐藤氏

選句をする参加者

【
九
月
は
日
奈
久
で
山
頭
火
】
に
あ
わ

せ
て
、
く
ま
モ
ン
を
変
身
さ
せ
よ
う
と
日

奈
久
婦
人
会
の
メ
ン
バ
ー
が
奮
闘
し
ま
し

た
。
白
と
黒
の
ビ
ニ
ー
ル
を
巧
に
使
い
衣

装
に
し
ま
し
た
。
山
田
重
典
さ
ん(

竹
之
内

町)

作
製
の
め
が
ね
を
か
け
、
笠
も
か
ぶ
せ

て
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

日
奈
久
を
訪
れ
た
人
は
、
楽
し
い
く
ま

モ
ン
の
山
頭
火
に
心
癒
や
さ
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
皆
さ
ん
も
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

山
頭
火
に
変
身

く
ま
モ
ン色を合わせて着物を作成できあがったくまモン山頭火

「
助
け
合
い
活
動
の
日
」
を
実
施
予
定
し

て
い
ま
す
。
お
困
り
の
方
は
相
談
さ
れ
て

は
如
何
で
す
か
。

こ
の
よ
う
な
助
け
合
い
活
動
「
お
互
い

さ
ま
の
日
」
が
平
成
30
年
12
月
５
日
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
市
内
全
校
区
に
先
駆

け
た
日
奈
久
校
区
の
取
り
組
み
は
、
互
い

を
思
い
や
り
、
支
え
合
う
人
権
の
町
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
く
取
り
組
み
と
し
て
、

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

を
書
い
て
印
鑑
の
代
わ
り
に
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
「
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
教
え
て

く
だ
さ
っ
た
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
り
し
て
描
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
２
年
田
中

優
笑
さ
ん
と
３
年
福
田
実
桜
さ
ん
か
ら
お
礼

の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

ア
イ
デ
ア
を
工
夫
し
、
楽
し
く
描
い
て
い
っ

た
の
で
、
子
供
ら
し
い
微
笑
ま
し
く
て
印
象

に
残
る
作
品
が
、
い
く
つ
も
で
き
あ
が
っ
て

い
ま
し
た
。

【
地
賞
】

赤
子
（
せ
き
し
）
（
熊
本
市
）

【
人
賞
】

上
野

悦
子(

日
奈
久
東
町)

皆
さ
ん
も
俳
句
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

句板を持ったくまモン山頭火

家族への絵手紙

（広告欄）

◆会 場 日奈久ゆめ倉庫

◆展示期間 10月23日(日)～30日(日)

◆開館時間 午前９時～午後５時

但し、最終日は午後４時まで

◆入場無料

主催 日奈久美術愛好会


